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ベ = ヒ カゲ 属 (EErebia) に は 類似 種 が 多い . LESSE, H. de と LoRkoviC, Z. は 欧州 の この 属 の いろ いろ な 種 の 
染色 体 を 調べ , これ ら の 分 類 同 定 に は 染色 体 の 検索 が 有効 で ある こと を 示し て いる . 

日 本 の ベニ ヒ カ ゲ の 成虫 は 期 紋 の 地理 的 変異 に 富む の で これ まで た び た び 調査 され て いる . し か し これ 
ら 個体 群 の 染色 体 の 知見 は な い . 以前 , Lesse (1961) が Erebia niphonica JANSON の 雄 の 染色 体 数 を ヵ , ca 
19 と 報告 し て いる が , 学名 の 後に (Japon) と 付記 され て いる だ け な の で この 材料 の 産地 の 詳細 は 明らか で な 
い . 

1985 年 8 月 1 日 に 北海 道上 土 幌 町 字 三股 で 採集 され た ベニ ヒ カ ゲ 成虫 雄 の 精子 形成 の 状態 を 調査 し た と 
ころ 精 原 細胞 の 染色 体 が 観察 され た の で 報告 する . 観察 は パラ フィ ン 切 片 (PFA-3 液 固定 , 8um, Heiden- 
hain の 鉄 へ マト キシ リン 染色 ) で 行ない , 染色 体 の スケ ッ チ に は Abbe の 描画 装置 を 使用 し た . 

3 雄 で 染色 体 が み ら れ , 各 雄 と も それ ぞ れ 精 原 細 胞 の 2 核 板 で 中 期 染 色 体 が 観察 され た . 染色 体 数 は すべ 
C2n, 38 で ある . これ ら の らち の 1 核 板 の 染 色 体 の スケ ッ チ を Fig.1 に 示し た . 各 染 色 体 は 小型 で 円 形 内 至 
SU CHA, 形態 上 特に 注意 を 引く 染色 体 は み ら れ な い . Ek, これ ら の 精巣 内 に は 精 母 細胞 が ほとん と み 
られ ず , 減数 分 裂 の 染色 体 は 全く 観察 され な か っ た . な お , 札幌 市 産 の さ ニ ヒ カ ゲ で も 同じ 染色 体 数 が 確か 
め ら れ て いる ( 未 発表 ). 

この 三股 の 材料 の 採集 と 精巣 の 固定 を お 願い し た 鈴 樹 誤 純 氏 及 び 有 益 な 教示 を いた だ いた 館山 一 郎 氏 に 
お 礼 を 申し 上 げ る . 


Fig.l. Spermatogonial metaphase complement of Erebia niphonica from Mitsumata, 
Hokkaido. 2n, 38. Scale bar: 54m. 
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Summary 


Diploid germ-line chromosomes were observed in males of the satyrid, Erebia niphonica, from 


Mitsumata, Kamishihoro-chô, Hokkaido. 
The chromosome number of 2”, 38 was determined, based on counts in six spermatogonia from 


three males. One of the diploid complements examined was shown in the figure. 
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